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廣
田
豊
春
氏
が
紺
綬
褒
章
を
受
章

廣田豊春さん（中央）、ご子息の廣田孝司さん（左）と
井出市長

公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
た
方

に
贈
ら
れ
る
紺
綬
褒
章
を
廣
田
豊
春
さ

ん
（
五
間
堂
町
）
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
イ
・
ミ
ル
ク
北
陸
株
式
会
社
の
取

締
役
会
長
で
も
あ
る
廣
田
豊
春
さ
ん
は

12
月
23
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
井
出
市

長
か
ら
紺
綬
褒
章
受
章
を
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

廣
田
さ
ん
は
令
和
元
年
10
月
に
、
近

代
九
谷
の
名
工
で
あ
る
笠
間
竹
雪
作
の

『
色
絵
牡
丹
に
孔
雀
図
花
瓶
』
を
能
美

市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
田
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
方

に
作
品
を
観
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
で
や
ろ
う
会
が
知
事
表
彰

　

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
を
し
て

い
る
「
元
気
で
や
ろ
う
会
」
が
10
月
27

日
、
石
川
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
元
気
で
や
ろ
う
会
」
は
、
辰
口
地
区

の
公
園
や
空
き
家
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
敷
地
内
の
草
刈
り
・
剪
定
を
主

な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
収
集
・
分
別
に
も
協
力
す

る
な
ど
、
環
境
整
備
を
中
心
と
し
た
地

域
貢
献
を
積
極
的
に
行

て
い
ま
す
。

　

寄
附
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
現
在
、

市
九
谷
焼
美
術
館

五
彩
館

の
紺
青

の
間
に
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
、
寺
井
中
学

校
同
窓
会
か
ら
寺
井
中
学
校

創
立
70
周
年
記
念
と
し
て
、

壁
掛
け
式
プ
ロ
ジ

ク
タ

等
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
1
月
7

日
に
行
わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈

式
で
は
、
井
出
市
長
か
ら
寺

井
中
学
校
同
窓
会
代
表
の
朝

倉
康
栄
さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

寺
井
中
学
校
同
窓
会
、武
腰
一
憲
さ
ん
、

髙
田
忠
則
さ
ん
へ
感
謝
状
を
贈
呈

　

い
た
だ
い
た
壁
掛
け
式

プ
ロ
ジ

ク
タ

は
寺
井

中
学
校
の
授
業
な
ど
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
1
月
8
日
に
は

同
じ
く
寺
井
中
学
校
創
立

70
周
年
記
念
と
し
て
、
九

谷
焼
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

い
た
、
武
腰
さ
ん
、
髙
田

さ
ん
に
も
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

左
か
ら
、
前
田
さ
ん
、
浅
井
さ
ん
、

朝
倉
さ
ん
、
井
出
市
長
、
東
森
さ
ん

左
か
ら
、
井
出
市
長
、
武
腰
さ
ん

採択の報告をするのみ商業協同組合の皆さん。
ホームページは「のみ商業」で検索してください。

の
み
商
業
協
同
組
合
が
新
ホ

ム
ペ

ジ
を
開
設

　

の
み
商
業
協
同
組
合
の
企
画
し
た
、
地
元
商

店
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
地
域
を
深
く
知

て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
が
、
地
元
や
商

店
街
等
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
き

か
け
に
な

る
と
し
て
、
国
の
支
援
事
業
「GoTo

商
店
街
」

の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に

伴
う
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
、「
チ
ラ

シ
に
よ
る
地
域
ク
イ
ズ
」
事
業
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
加
盟
店
舗
の
情
報
を
発
信
す
る
ホ

ム
ペ

ジ
を
新
た
に
開
設
し
て
地
元
商
店
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

関さん（左）とご家族と井出市長

祝
百
寿　

関
さ
ん　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1
月
1
日
、
関
捨
吉
さ
ん（
浜
開
発
町
）
が

め
で
た
く
100
歳
を
迎
え
ら
れ
、
井
出
市
長
か
ら

お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
自
営
の
鉄
工
所
で
仕
事
を
続
け
て

い
る
関
さ
ん
。
職
場
内
を
自
由
に
歩
か
れ
て
い

ま
す
。
好
物
は
赤
飯
や
餅
で
、
何
で
も
好
き
嫌

い
な
く
召
し
上
が
る
そ
う
で
す
。
長
生
き
の
秘

訣
は
「
自
由
き
ま
ま
に
過
ご
す
こ
と
」
と
話
さ

れ
、
井
出
市
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
る
と
に
こ
や
か
に
笑

て
お
い
で
ま
し
た
。

九
谷
焼
と
コ

ヒ

を
販

売
し
て
い
る
別
所
商
店
の
店
主

別
所
裕
介
さ
ん
が
1
月
7
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
新
商
品
「
九

谷
珈
琲
」
の
完
成
を
報
告
し
ま

し
た
。

九
谷
焼
を
広
く
知

て
い
た

だ
く
た
め
に
製
造
さ
れ
た
独
自

ブ
レ
ン
ド
の
ド
リ

プ
コ

ヒ

で
、
５
種
類
の
パ

ケ

ジ

に
は
、
能
美
市
が
公
開
し
て
い
る

「
九
谷
焼
オ

プ
ン
デ

タ
」
の

絵
柄
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
す

べ
て
が
市
九
谷
焼
美
術
館

五

彩
館

の
収
蔵
品
の
絵
柄
で
す
。

　

井
出
市
長
は
「
自
宅
で
コ

ヒ

を
飲
む
人
が
増
え
て
い
る

今
の
時
代
に
、
手
土
産
と
し
て

も

て
こ
い
の
商
品
だ
」
と
エ

ル
を
送
り
ま
し
た
。

別所さん（左）と井出市長。「九谷珈琲」は、市九谷焼
美術館｜五彩館｜等で販売しています。

別
所
商
店　
「
九
谷
珈
琲
」
完
成
を
報
告

12
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
、
能
美
ふ
る
さ
と
ミ

ジ
ア
ム
で
国
際
交
流
ひ
ろ
ば
企
画
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
各
国
際
交
流

団
体
の
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ

か
、
市
民
の
イ
ン
タ
ビ

動
画
放
映
や
世
界
の

珍
し
い
民
芸
品
・
雑
貨
販
売
も
行
わ
れ
、
会
場
の

雰
囲
気
か
ら
も
国
際
色
や
異
文
化
を
感
じ
ら
れ
る

場
と
な
り
ま
し
た
。
足
を
と
め
て
一
つ
一
つ
の
展

示
を
じ

く
り
眺
め
る
方
が
多
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

多
様
性
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

知

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
を
開
催

１展示の様子
２民芸品や雑貨
を販売しました

１

２
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生田会長（左から２番目）へ表彰状が手渡され
ました。

訪問の様子

パネルは正面玄関北側壁面に掲示しています。

　

市
内
企
業
の
研
究
と
キ

リ
ア
形
成
の
機
会

提
供
と
し
て
、金
沢
学
院
大
学
生
を
対
象
に
「
第

４
回#Know

M
e

能
美
ツ
ア

 for 

金
沢
学
院

大
学
　

能
美
の
企
業
の
魅
力
、
発
見
ツ
ア

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
27
日
に
経
営
情
報
学
部
の
佐
藤
淳
教
授

の
ゼ
ミ
生
12
名
が
㈱
中
東
を
訪
問
し
ま
し
た
。

担
当
者
か
ら
、
同
社
で
製
造
さ
れ
て
い
る
集
成

材
の
種
類
、
製
法
、
施
工
事
例
の
説
明
を
受
け

た
後
、
実
際
の
製
造
現
場
を
見
学
し
、
技
術
力

や
労
働
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

新
年
の
幕
開
け
に
合
わ
せ
、
市
役
所
の
正
面
玄

関
の
パ
ネ
ル
を
更
新
し
ま
し
た
。
市
役
所
で
は
毎

年
、「
夢
」
を
テ

マ
に
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
希
望
に
満
ち
た
１
年
に
な
る
こ
と
を

願

て
、
２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ

ク
代
表
に
内
定
し
て
い
る
鈴
木
雄
介
選
手

と
平
田
し
お
り
選
手
、
聖
火
ラ
ン
ナ

の
皆
さ
ん

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
へ
お
越
し
の
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

金
沢
学
院
大
学「
第
４
回
企
業
訪
問
ツ
ア

」開
催

市
役
所
正
面
玄
関
の
パ
ネ
ル
を
更
新

　

寺
井
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
社

会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

12
月
23
日
に
市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

井
出
市
長
か
ら
寺
井
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
生
田
絹
代
さ
ん
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
要
支
援
者
の
見
守
り
活
動
の

ほ
か
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
誕
生
日
祝
い

や
新
生
児
誕
生
祝
い
の
訪
問
、
児
童
の
登
下
校

時
の
あ
い
さ
つ
運
動
や
見
守
り
活
動
な
ど
、
幅

広
く
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

歳
末
助
け
合
い
入
札
展

12
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、寺
井
地
区
公
民
館
で
、

第
57
回
歳
末
助
け
合
い
入
札
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
著
名
作
家
の
九
谷
焼
を
は
じ
め
、
皿

な
ど
の
日
用
品
、
書
や
絵
画
な
ど
２
２
２
点
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
25
日
に
は
寄
付
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

益
金
に
市
商
工
会
の
寄
付
金
20
万
5
千
円
を
加
え

た
１
５
２
万
8
２
６
０
円
が
、
主
催
者
代
表
で
市

美
術
作
家
協
会
の
山
岸
大
成
理
事
長
か
ら
井
出
市

長
を
経
て
、
市
共
同
募
金
委
員
会
の
田
上
好
道
会

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

田上会長（中央）へ益金が手渡されました。

和
佐
谷
橋
は
、
能
美
市
と
白
山
市
を
結
ぶ
人

道
橋
で
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の

大
規
模
改
修
工
事
を
平
成
29
年
度
に
着
手
し
、

一
昨
年
9
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

12
月
25
日
、
地
元
関
係
者
が
参
加
し
、
橋
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
、
橋
名
板
取
り

付
け
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

橋
名
板
は
、
串
田
遥
規
君
（
小
学
５
年
）、

川
邊
翔
君
（
小
学
４
年
）、
谷
本
大
悟
君
（
小

学
３
年
）
の
３
人
が
毛
筆
で
書
き
下
ろ
し
た
も

の
を
元
に
作
成
し
、
生
ま
れ
変
わ

た
和
佐
谷

橋
に
取
り
付
け
、
新
た
な
ス
タ

ト
を
祝
い
ま

し
た
。

和
佐
谷
橋
で

橋
名
板
取
り
付
け
式

除
幕
を
行
い
ま
し
た

取
り
付
け
た
橋
名
板

能
美
市
消
防
団
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た

式典の様子

消防用設備等の点検をする女性団員

１
月
９
日
、
本
年
が
火
災
の
な
い
１

年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
新
春
恒
例
の

「
能
美
市
消
防
団
出
初
式
」
を
能
美
市
防

災
セ
ン
タ

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状

表
彰
者
（
敬
称
略
）

□
石
川
県
定
例
消
防
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章

山
本
　

武
（
辰
口
分
団
）

西
田
　

雄
峰
（
寺
井
分
団
）

古
田
　

裕
（
寺
井
分
団
）

岡
嶋
　

泰
宏
（
寺
井
分
団
）

□
能
美
市
消
防
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章

加
藤
　

拓
二
（
寺
井
分
団
）

田
中
　

秀
和
（
根
上
分
団
）

北
浦
　

康
裕
（
寺
井
分
団
）

精
勤
章

古
西
　

圭
祐
（
根
上
分
団
）

上
木
　

孝
司
（
辰
口
分
団
）

○消防団員を募集しています
　消防団員は普段は仕事を持ちながら
も「自らの地域は自らが守る」という
精神に基づき、災害発生時や訓練時に
は自宅もしくは職場等から出動して活
動します。あなたも消防団員として、
まちの防災の担い手になりませんか。
　詳しくは消防本部までお問い合わせ
ください。
問／消防本部庶務課
（☎ 58‐4119 FAX 58‐6299）

況
を
鑑
み
規
模
を
縮
小
し
、
人
数
制
限

を
行
い
、
ま
た
服
務
規
律
点
検
・
初
放

水
を
中
止
と
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
団

員
ら
は
、
消
防
団
と
し
て
の
職
務
遂
行

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

能
美
の
女
組
が
年
末
防
火
査
察
を
実
施

12
月
26
日
、
能
美
市
消
防
団
女
性
分

団
「
能
美
の
女
組
」
が
、
ゲ
ン
キ

佐

野
泉
台
店
、
ゲ
ン
キ

寺
井
南
店
の
市

内
２
店
舗
で
、
年
末
防
火
査
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
年
末
年
始
等
、
人
の
出
入

り
が
増
え
る
時
期
に
な
る
前
に
、
市
内

店
舗
の
防
火
設
備
や
避
難
経
路
等
、
防

火
管
理
状
況
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
点
検
す
る
も
の
で
す
。

　

女
性
分
団
は
昨
年
10
月
に
発
足
し
、

防
火
査
察
を
行
う
の
は
初
め
て
で
す
。

　

今
回
参
加
し
た
５
名
の
女
性
団
員

は
、
実
際
に
消
防
本
部
職
員
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
消
防
用
設
備
等
を
点

検
し
ま
し
た
。
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令和３年１月１日現在、能美市内に住所があり、次の項目に該当する人
※確定申告をした場合は、市民税・県民税の申告は不要です。

・住宅ローン控除など住宅に関する特別控除を受ける人
・土地や建物を売った人
・株の売買や先物取引の申告をする人
・青色申告をする人
・収支内訳書の書き方の相談をしたい人
・災害などで雑損控除を受ける人
・国外居住親族に係る扶養控除を受ける人
・亡くなった人の確定申告をする人
・山林所得がある人　　　　　　　　　　　　　など

　公的年金等の収入金額が400万円以下であり、かつ、
その年中の公的年金等にかかる雑所得以外の所得金
額の合計額が 20 万円以下である場合には、所得税の
確定申告は必要ありません。
　ただし、年金の源泉徴収票に記載されているもの
のほかに、控除できるものがあれば、所得税の還付
申告をすることができます。

くらしに関する情報をお知らせします

　確定申告や市民税・県民税の申告を行わないと、次のサービスを適正に受けら
れない場合があります。
国民健康保険税の軽減／後期高齢者医療保険料の軽減／介護保険料の算定／保育
料の算定／児童扶養手当の給付／市営住宅の入居手続き／各種証明書の発行など

▶ 令和２年１月から令和２年 12 月までの期間で事業所得（農業・営業等）や不動産所得がある人
▶ サラリーマンで次のいずれかに該当する人
・給与の収入金額が 2,000 万円を超える人
・給与所得や退職所得以外の所得金額の合計額が 20 万円を超える人
・２か所以上から給与の支払いを受け、主たる給与以外の給与の収入金額と各種所得金額の合計額が20万円を超える人

申告期限

3 15 月
税の申告をお忘れなく

問 /税務課（☎ 58‐2206 FAX 58‐2292）

所得税の確定申告が必要な方

市民税・県民税の申告が必要な方

次の人は小松税務署での
申告をお願いします 公的年金を受給している人へ

・給与支払報告書が勤務先から能美市に提出されていない人
・主たる給与所得のほかに 20 万円以下の所得があった人
・雑損控除、医療費控除、社会保険料控除、ひとり親（寡婦）
控除などを受けようとする人
・前年の途中で退職し、再就職していない人
・非上場株式の配当があった人

・国民健康保険の加入者（保険税の軽減を受ける場
合に必要です）
・所得・課税証明書等が必要な人
・どなたの扶養にもなっていない人

防
災
啓
発
映
画
上
映
会
を
行
い
ま
し
た

12
月
13
日
、
平
成
26
年
広
島
土
砂
災
害
や
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
を
題
材
に
、
防
災
へ
の

啓
発
目
的
に
制
作
さ
れ
た
ド
キ

メ
ン
タ
リ

映
画
「
い
つ
か
君
の
花
明
か
り
に
は
」
の

上
映
会
を
能
美
市
防
災
セ
ン
タ

で
行
い
ま

し
た
。
　

　

上
映
後
に
行
わ
れ
た
フ

ル
ム
ト

ク
で

は
、
監
督
の
小
川
光
一
さ
ん
と
、
映
画
の
出

演
者
で
あ
る
防
災
士
の
柳
原
志
保
さ
ん
が
、

映
画
を
通
し
て
伝
え
た
い
想
い
や
自
身
の
体

験
談
を
お
話
し
さ
れ
、
来
場
者
は
真
剣
な
様

子
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

本映画に込めた想いを語る小川監督自身の被災体験を語る草さん

災
害
伝
承
講
演
会
を
行
い
ま
し
た

12
月
20
日
、
災
害
伝
承
講
演
会
を
能
美
市

防
災
セ
ン
タ

で
行
い
ま
し
た
。

講
師
の
草
貴
子
さ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
災

害
伝
承
語
り
部
と
し
て
、「
私
の
３
・
11
と
明

日
へ
の
備
え
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

草
さ
ん
は
「
災
害
時
に
は
人
間
の
い
ろ
ん

な
面
を
見
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
、

「
10
年
経
つ
と
、
関
心
も
薄
れ
て
く
る
の
で
、

定
期
的
な
防
災
訓
練
が
必
要
で
す
」
と
自
身

の
経
験
を
も
と
に
力
強
く
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
九
谷
焼
ソ

プ
デ

ス
ペ
ン
サ

」

山
田
義
明
さ
ん
ら
が
完
成
を
報
告

シ
ル
バ

人
材
セ
ン
タ

会
員
有
志
が

市
内
７
か
所
に
門
松
を
設
置
　

山田さん（中央）、柴田さん（右）と井出市長シルバー人材センター会員有志の皆さんと
井出市長

九
谷
焼
作
家
の
山
田
義
明
さ
ん
、
柴
田
有
希

佳
さ
ん
が
12
月
23
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
新
商

品
「
九
谷
焼
ソ

プ
デ

ス
ペ
ン
サ

」
の
完

成
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

絵
柄
は
全
12
種
類
で
、
ツ
バ
キ
や
ザ
ク
ロ
な

ど
四
季
の
植
物
と
カ
ワ
セ
ミ
や
フ
ク
ロ
ウ
な
ど

の
鳥
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
10
種
類
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、
井
出

市
長
は
「
高
級
感
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
。

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

能
美
市
シ
ル
バ

人
材
セ
ン
タ

会
員
有
志

の
皆
さ
ん
が
、
12
月
25
日
、
門
松
を
市
役
所
前

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
門
松
は
手
作

り
で
、
数
日
前
か
ら
竹
の
切
り
出
し
な
ど
の
準

備
を
し
て
お
り
、
当
日
は
切
り
出
し
た
竹
と
縁

起
物
の
植
物
を
井
出
市
長
立
ち
合
い
の
も
と
植

え
込
み
設
置
し
ま
し
た
。

　

門
松
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
前
を
は
じ
め
、

能
美
ふ
る
さ
と
ミ

ジ
ア
ム
な
ど
市
内
７
か

所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。


